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闘犬の場面では、俳優たちが次々とカメラの
フレームに現れ、互いに襲いかかる様子し出
されます。そしてほんの数瞬後には、血まみ
れで動かなくなった姿として再びフレームに
現れます。その効果はどこか滑稽であり、観
客は犬の死そのものではなく、俳優とカメラ
が生み出す素早く切り替わるイメージの連鎖
に笑います。
　このように、素材をアニメーションすること
によってイメージと物語を構築する手法（ここ
ではカメラのフレーム内における俳優の顔）こ
そが、具体的な人形が登場しないにもかかわら

ず、本作を一種の人形劇たらしめているのです。
　物語の終盤、虐待を受け続けてきた狼は、
温かく快適な家庭に迎え入れられます。風呂
に入れられ、ご褒美を与えられ、新しい服を
着せられ、主人とともにソファに横たわって
テレビを見ることもできます。この場面で、
それまでカメラを操作し、物語の一部を語っ
ていた俳優が、狼そのものを演じ始めます。
　テレビに映る他の狼たちの姿を見て、彼は
自らの野生の本性を思い出します。そして、
快適な家が別のかたちの罠であることに気づ
き、真の自由を求めてそこを去る決意をします。

　最後の場面は、事前に撮影された映像によっ
て描かれます。狼を演じていた俳優が田舎道で
通りかかった車を止め、ヒッチハイクで新たな
未来へと向かうのです。狼の物語は、自らの自
由を探し求める一人の人間の物語へと重なりま
す。
さらに、本作で犬たちを俳優が演じてきたと
いう事実は、初期の場面で示された「動物的」
な特質が、実はきわめて人間的なものである
ことをも浮かび上がらせています。
クラウディア・オレンスティン
（NY市立大学演劇学部教授）
《翻訳：三井武人（デイリージャーナル編集代表）》

ガザの人形劇を支援する映像上映会

　所狭しと並ぶ観客の期待に応えるようにパペットスラム
DAY2 の幕があいた。
物が持つ感覚を緻密でユーモラスに表現する司会者・ゼロコの見
事なオープニングに続いて、物・人の可能性と柔軟に向き合うそ
れぞれの人形劇 /オブジェクトシアターが場をあたためていく。
多彩なリアクションが十人十色の物語をうみ、普段背景と化して
いる様々を突如魅了的な共演者とする前田斜め。対照的に物への
極度の集中によってかえって人間性を仄めかす花形慎。1人の役
者でも 1人芝居にならないのが人形劇の面白いところだろうか。
ユニットのシルヴプレや飛人集社劇團も、物と物、人と物、人と
人、とバリエーション豊富な交流が眠っていた想像力を揺さぶり
起こし、そんな飛躍ができるのかと共有の喜びを伝播させてくれ
る。言葉が不確かな昨今、オブジェクトを通したコミュニケーショ
ンは実に爽快だった。
最後に一つの事件を記録したい。菊池香帆の『カンムリワシが鳴
いたから』について。どういうわけか彼女の笑顔が頭から離れな
い。オブジェクトシアターはこんなにも人間が立ち現れるものな
のだと彼女から教わった。“個性的” の規格外である菊池は素直
に澄んだ瞳で世界を観察し、咀嚼する。独自の感性は表現をとど
めることをしらないようだ。観客はいつのまにか彼女に巻き込ま
れ、なにもかも初めて見るかのようだったに違いない。どうか彼

女の明日もそのままでありますよう、ひっそりと祈りをここに記
したい。
岩佐美紀 (デイリージャーナル編集部 )

3 Films about Mahdi Karira, a Puppeteer in Gaza より、
“We truly deserve life!”

　鳥のさえずりが聞こえる。詩に合わせて、砂の形が変化す
る。光の板に描かれた瞳に小鳥が歌い、花がほころぶ。砂は
次々に形を変えて、新たなイメージが作られていく。2023
年 10月、穏やかな風景は一変し、爆撃と破壊と死がガザを
覆った。砂は、風が吹けばすぐかき消されてしまう。命と生
活が失われていくガザの現状はたしかに、砂のように不確か
だ。
本作は 2025 年 8月、スロベニアのスネズニク城で行われた
ガザ支援のイベントにて上演された。キャサリン・ジニャッ
クのサンドアートが大きく城に投影され、ガザの人形遣いマ
フディ・カレラの語りがリアルタイムで届けられた。異なる
地で同時に行われるパフォーマンスが、空間の隔たりを越え
て観客に共有される。悲惨な現実に対して芸術ができること
は多くない。脆さを抱えつつ、しかし、芸術を介して他者と
出会い、私はあなたと共に在る、と示すことはできる。そう
ありたいと思う。
大澤萌（デイリージャーナル編集部）

Live&Party ナイト 

パペットスラム

　Day４の夜は下北沢Club251 でパーティーナイトが行われ
ました。熱気に包まれた会場は超満員！ドリンクを片手に、音
楽に合わせて身体を揺らせ、語らう―フェスティバル折り返し
にふさわしい楽しいひと時となりました。
最初は、2日目『EXIT』を上演したスロベニア人形劇界の鬼才
マティヤ・ソルツェ率いるプラハ発フェケテ・セレトレク！
コール・アンド・レスポンスに会場は大熱狂！
そしてなんと初日公演『かもめ』を上演したカンパニー・チャ
イカのシモンがゲストとしてギターで登場！
トリ楽曲” We are going to die” は、シンプルな歌詞ながらも、
古今東西、人間共通のテーマである「死」を扱っておりとても
深い…。そしてなにより耳心地よいリズムで、誰もが口ずさみ
やすい！会場は大合唱に包まれ、まさに会場が一体となりまし
た。続く馬喰町バンドも激アツ！謎の被り物をした武さんが会
場後ろからひそひそと登場
プロジェクターに投影され
た映像とともに楽曲が進み
ます。日本の民謡をテーマ
にした、河童、狼（Day４
の演目『白い牙』にぴった
り！）、春駒の曲も登場！利
根川の河童伝説は日本人で
も知らなかった人も多かっ
たのではないでしょうか。
春駒では歌って踊って大い
に盛り上がりました！

池田美月（デイリージャー
ナル編集部）

絵：長友玉緒
（デイリージャーナル編集部）

絵：長友玉緒（デイリージャーナル編集部）
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　アメリカの作家ジャック・ロンドンによ
る『白い牙』は、狼と犬の混血である「ホ
ワイトファング」の目線から、強くなけれ
ば生存できないカナダ北西部ユーコンの厳
しい自然、力が支配する犬の群れ社会及び
人間社会を描いた。極寒の北部から太陽降
り注ぐカリフォルニアへと至る長い旅路に
おいて、野生と文明、支配と信頼、人間と
動物とを対比的に見せた作品である。面白
いのは、この『白い牙』においては必ずし
も「人間＝文明」、「狼＝野生」ではないと
いうこと。「ホワイトファング」は強くなけ
れば生きていけない大自然に生まれたから
こそ” 狼” となり、対面した人間たちによる
激しい暴力衝動の犠牲になってきたからこ
そ” 狼” となった。時に人間は狼よりも” 狼”
でありうるし、人にしても狼にしても、育
つ環境がその人 / 動物の性質を形成すると

いうことが語られるのである。原作終盤、
人格形成過程において社会からひどい扱い
を受けたスラム街出身の凶悪脱獄囚が登場
するが、正に彼などは「人間の白い牙」と
も言えよう存在であり、この狼の話がその
まま人間の話にも置き換えられることを端
的に示している。
チェコの名門人形劇団「ドラク劇場」はこ
の物語にライブカメラの手法を持ち込んだ。
人形遣いが手にしたのは人形ではなく、ハ
ンディビデオカメラであったのだ。ビデオ
カメラの主観映像はそのまま狼の目線とな
って、ステージ奥の巨大スクリーンに映さ
れる。日本のどこかから調達された本物の
雪が、狼の生まれ育った環境として一面に
広がる。犬そして狼を演じるのは人間の役
者たちだ。特別なメイクを施しているわけ
ではない生身の人間が唸り声を上げ、歯を

見せて威嚇するその姿は当初滑稽にも思わ
れ、会場では笑いも起きていたが、それに
よって凄惨とも言える（自然の中では当た
り前に行われる）命の奪い合いが直視でき
るものとなって、次第に、狼を「よそ者」と
して排除する犬たちの姿が外国人を排除する
現在の我々の姿と重なり、やがて自分より弱
いものを暴力によって従わせる人間が獣にし
か見えなくなる。
狼と犬とは 1 万年以上の時間をかけてゆっ
くり分岐したと考えられており、その遺伝
子の 99% は一致しているそうだ。「ホワイト
ファング」は自然の中で生きる狼と人間社
会に生きる犬との境界に立って、その 1% の
違いを行き来する。であればこそ、私たち
人間社会が暴力に支配される今、1% ほども
ない差によって別の道が開けるはずだと信
じたくもなるのだ。
目黒慎吾（デイリージャーナル編集部）

絵 : 梶野ひなこ（デイリージャーナル編集部）

絵 : 長友玉緒 (デイリージャーナル編集部 )



　大自然の中で生きる動物の姿は “人生は
思い通りになるものだ” といかようにも勘違
いする私たちに、授けられた生命力と自然へ
の謙虚さを顧みさせてくれる。泥臭い男たち
の情熱が主人公の狼ホワイト・ファングを魅
力的に出現させ、人と獣を縦横無尽に演じ分
けながら、北国の荒野を表すオブジェクトに
はじまり、ネイティブ・アメリカンの集落、
闘技場、安住の地と、ホワイト・ファングの
大河ドラマを大胆かつ遊び心たっぷりに押し
広げていく。狼の目線カメラは、舞台で使用
される映像の可能性をもう一段拡張させ、表
現として立派に観客を巻き込むことを成功さ
せたようだ。その映像からは狼特有の躍動感
以上に、ホワイト・ファングが抱く恐怖や好
奇心、孤独や愛への渇望が感じられる。同時
に観客は、それらを表現する俳優を一部始終
目撃する。秀逸さと滑稽さがフィギュアスケ
ートのりくりゅうペアのように息を合わせて
人間と動物の垣根を超えていく。命の躍動そ
のものがあった。
岩佐美紀 (デイリージャーナル編集部 )

　魔法にかけられることの幸福がありまし
た。生き物になりたい、その見てる世界をみ
てみたい、とおもうような時間。この作品に
おける手持ちカメラの映像は狼の視線です。
一匹の獣の視点が、クローズアップされた映
像の中に様々なものを写していきます。生活
は厳しく、恐怖に満ちた世界です。わたした
ちはじぶんが狼になったかのように舞台にい
て、そして、ときどき神の視点で人間たちの
様々な動きをみます。人間として俯瞰して舞
台をみると、起きていることはけっして滑稽
なことではありません。獣は、獣らしい生を
奪われているように感じます。獣は檻の中で
闘犬をさせられます。檻に群がる人間たちは、
とても残虐で嫌な感じです。しかし、獣が恐
怖のなかで生き抜いていくときに見える世界
は、ユーモアがあり、笑えます。次々と獣が
殺されていくシーンで、わたしたちはとても
場面を楽しみます。人形劇をみることは、魔
法にかけられていくようなものです。この作
品の魔法は、目の前で繰り広げられている残
酷な出来事が、笑える楽しいシーンになって
しまうことです。また、獣の視点では、犬た

ち（俳優たち）が肉を食らうそれだけでも、
観客を笑いに誘います。ささやかだけど起こ
る出来事にたいして、観客を集中させること
によって、こうした魔法をさく裂させていま
す。わたしたちは、獣と同じように世界をみ
ながら、たまに自分たちが人間であることを
思い出したりして、作品が進んでいきます。
そして、獣は人間のもとで安らかな生活を送
るかと思われた矢先、テレビに映された狼の
姿をきっかけに、じぶんが戻るべき場所へと
去ってゆきます。その選択をした獣の映像は、
人間が大きな車に乗って去っていくという映
像です。わたしたちにとっては、狼でしかな
いその人が画面の奥の方へと去ってゆくと
き、それはただ人間が車に乗って去っていく
だけなのだけれど、不思議な感じがします。
すべての魔法が解けてしまう瞬間、という感
じが。
森田諒一 (デイリージャーナル編集部 )

　氷、岩、木々、煙、石鹸とお菓子のにおい、
足音、声の響き。物が舞台上に存在し、人が
そこにいて動いたり歌ったりすることは、こ
んなにもおもしろい。しばらく観ている内に、
このパフォーマンスでは俳優がよく客席に背
中を向けていることに気が付いた。ホワイト・
ファングの視点による映像が観客に対する説
明を担う分、俳優たちは俳優同士の二者間、
あるいはカメラを挟んだ三者間（俳優ーカメ
ラー俳優）の関係をより強く作り上げること
ができる。私たち観客は、一方でホワイト・
ファングの視点をスクリーンで眺めながら、
同時に狼と周囲の環境や彼が出会う人・犬と
のやり取り（≒舞台上で行われていること）
を外側から他者のように目撃する。よって、
距離間の異なる二つの視線が、観客から舞台
に向けられている。そのズレがおもしろく、
どこかもどかしくもあったのだが、終盤、狼
と主人のやり取りを眺めている内に、舞台に
向けられる二つの視線があるということはな
にか、誠実なことだと思った。俳優と俳優の
間に物（カメラ）が介在し、物を何か（ここ
ではホワイト・ファングの視点）に見立てて
操り、ときに操られる（テクニカルの部分も
含めて）関係性。スクリーンの映像は物（≒
他者）からの視点であり、舞台を外から眺め
る観客の視線は、私たちが世界を眺める視線
だ。両者は交わらない。他者の視点を介して
も、私たちは決して他者自身にはなり得ない。
しかし二つの視線を同時に並べてみると、そ
の違いに気付くことはできるかもしれない。
大澤萌（デイリージャーナル編集部）

　ジャック・ロンドンは苦手だった。中学
校の英語の授業で” The Call of the Wild”
を読んだ際、動物目線で進む中にも垣間見ら
れる「動物はこう思っているだろう」という
人間（作者）のエゴが気に入らなかった、主
人公の犬の旅路に気持ちを添わせることがで
きなかった、「自然／人間」という構造があ
まりにも安直で単純なものに思えたからだっ
た。動物目線で書かれた小説を人形劇でどの
ように表現するのか全く想像ができなかった
が、ドラク劇場による『白い牙』を観てジャ
ック・ロンドンの作品が名作と言われる所以
がよく分かった気がする。
　舞台奥のスクリーンに主演ミラン・ハイン
が操作するライブカメラによる映像（オオカ
ミ犬の目線で見えている世界）が投影され、
上部に字幕が表示される。舞台上では演者が
演技をするとともに、カメラ映像に写ることを
想定したオブジェクトのセッティングが同時並行
で行われるため、様々なモノが登場する。
　観客はスクリーンに映るオオカミ犬の目を
通じて物語を経験するとともに舞台上で起こ
っている出来事を観察する。緊迫する場面に
おけるオオカミ犬の心拍音、いなくなった母
親の痕跡を辿る道中にある残滓（毛皮、尿、血、
虫…）、犬たちが食べる肉のニオイ、歯から
漏れ出る咀嚼中の肉ペースト、闘犬たちの怯
え、不安、興奮…の表情など臨場感を持って
示されるため、観客もうめき声は息を飲むよ
うな反応で迎える。
　「人形劇」ではあるが、本作品では人形ら
しい人形は登場しない。だがモノの配置や人
間の身体（表情、筋肉、歯や口、でっぷりと

したお腹…！）の見せ方で人形劇での手法を
たしかに引き継いでいることを感じた。
　オオカミ犬は最後には、自然界に戻ること
を選ぶ。これまでオオカミ犬の目線で映って
いたスクリーンにラストシーンで、オオカミ
犬を演じ、カメラを操作していたミラン・ハ
インがヒッチハイクした車に乗り去る録画映
像が流れる。これは常に挑戦し続ける（「飼
い馴らされない」）という彼らの姿勢の表れ
なのかもしれない。
池田美月（デイリージャーナル編集部）

　『白い牙』の公演をご覧になったお客様
から、「あの雪、本物っぽかったけど（まさ
かね）」「随分リアルだったけど、素材は何だ
ろう」といった声もありましたが、あの雪は
（人工ですが）本物です！ 「雪を分けていた
だきたいんですが……」という謎の電話に戸
惑う、狭山スキー場の担当の方を説得し、雪
が溶けないようクーラーボックスに入れて運
搬してくださる方を手配するなど、3 か月前
から地道に準備してきました。本番当日の正
午過ぎに劇場で雪の到着を見届けはしたもの
の、同時間帯に CLUB251 で開催されたパペ
ットスラムの準備と後片付けに追われ、『白
い牙』の本番に立ち会えず、舞台上で使われ
た雪を目にすることはできませんでした。無
念…痛恨の極みです。私の涙の供養に、これ
だけはどうしてもお伝えしたく、寄稿いたし
ました。SIPF も残りわずかとなりましたが、
引き続き（たまには裏方の奮闘も想像してい
ただきながら）公演をお楽しみください！
河内哲二郎（テクニカルディレクター）


